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地域の人からは、“なす爺”と呼ばれている。

那須生まれ・那須育ち。年齢不詳。

この地の成り立ちや風習まで、

「何でも知っている地域の生き字引」。

シャイだが話し好きで「那須のストーリー」を語らせたら

右に出るものはいない、らしい。



Theme
Main

Prologue
プロローグ

　那須エリアは、自然の圧倒的なポテンシャルはあるが、

故に、過酷な環境でもあった。

　そうした荒地を、先人たちは苦労しながらも、入植者と

地域の人達が互いに助け合い、開拓し、厳しい自然を、

豊かな恵みに変えて来た。

　今の那須エリアを支える自然の豊かさと人を受け入れる

土壌は、元から与えられたものではなく、自然と人が葛

藤しながらも光を見出し、助け合いと調和の精神を受け

継ぎながら、弛まぬ努力を続けて来た結果である。

　那須エリアを訪れる方には、そうした豊かな恵みを体

感いただきながら、人と自然の厳しくも希望溢れる大地の

痕跡を通し、ほっと一息つきながらも、これからを生きて

いく活力を取り戻してほしい。

02



ストーリーを伝えるための、

重要な資源とテーマ
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　那須を大好きになるストーリー集における資源とは、その場所が持つ特別

な価値や魅力を伝えるための重要な要素のことです。それは目に見える自然や

建造物だけでなく、その場所の歴史や文化、人々の営み、そこで起きた出来事

など、目に見えないものも含みます。これらの資源は、単独で存在するのでは

なく、互いに深く関連し合い、その地域ならではの特徴を作り出しています。

　テーマ（各項目のタイトル）は、これらの資源が語る物語の中心となる考え

や概念のことです。それは単なる事実の羅列ではなく、その場所の本質的な価

値や意味を表現するものです。テーマは来訪者に深い理解と感動を与え、その

場所との個人的なつながりを見出すきっかけとなります。

　那須エリアを 4 つの項目に分けた理由は、この地域の本質的な特徴を、分

かりやすく、かつ深い意味を持つ形で伝えるためです。

「火山の物語」と「水の物語」は、那須の自然環境の核心部分を表しています。

これらを 2 つに分けたのは、火山活動によって形作られた地形と、そこから

生まれる温泉や湧水が、それぞれ異なる、しかし密接に関連した物語を持って

いるからです。火山は那須の大地の形成と変化を物語り、水は生命と暮らしの

源としての役割を持っています。

　「人の物語」は、この自然環境の中で人々がどのように暮らし、文化を築き、

地域を発展させてきたかを語っています。これは火山と水の物語と切り離せな

い関係にあり、自然と人間の共生の歴史を示しています。

　「御用邸の物語」を独立した項目としたのは、皇室との関わりが那須の歴史

と発展に特別な影響を与え、地域のアイデンティティの重要な部分となってい
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るからです。これは単なる建物の歴史ではなく、那須という地域の価値が高く

評価され、大切にされてきた証でもあります。

　これら 4つの物語は、それぞれが独立しているようで、実は深く結びついて

います。火山活動が生み出した地形により恵みを受けながらも人々は努力をし、

その努力によって得られた水が人々の暮らしを支え、そして地域の魅力が皇室

にも認められた。それこそが地域の誇りとなっている̶このように、4 つの物

語は互いに響き合いながら、那須という場所の豊かな個性を形作っているの

です。

　このように物語を整理することで、来訪者は那須の持つ多面的な魅力を理解

しやすくなり、また地域の人々も自分たちの地域の価値を改めて認識すること

ができます。

御用邸の
物語

火山の物語 水の物語

人の物語
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那須を大好きになるストーリー集を

活用してこんな風になってほしい

　このストーリー集が生み出す新たなつながりは、那須の魅力をさらに広く深く伝え、訪れる人々

がこの地を愛するきっかけとなるはずです。私たちは、その未来を信じ、地域全体が一つとなって

新たな物語を紡ぎ続けていきたいと願っています

訪れる人々が那須の自然や文化を深く感じられる旅にするためのヒントに。雄大な山々や里山の風

景を楽しみながら、その背後にある歴史や物語がさりげなく伝わり、心に残る体験となるように。

滞在を通じて那須の魅力を感じてもらうおもてなしとして。地域に根ざした温かなサービスで、訪

れた人々が那須の人々の暮らしや文化に触れ、心地よい時間を過ごせるようになるためのアイデア

として。

那須の恵みを味わい、その背景に想いを馳せる食事。地元の食材を使った料理を楽しみながら、

その食材が育まれた風土や季節の移ろいを感じられるようにするために。

生産品の特徴を表すための物語の構築に。また那須の自然とともにある暮らしを共有し愛着を持っ

てもらうために。地域の産品や手仕事を通じて、那須で培われた知恵や技が伝わり、訪れた人々

がその価値を感じ取るきっかけに。

日常の中で那須の魅力をさりげなく。接客やコミュニケーションの中で、那須の美しさや文化が自

然と伝わり、訪れる人々の心に響くように。

那須の自然や文化を学び、未来へとつなげる機会を創出するために。次の世代が地域への愛着と

誇りを持てるように。体験活動や交流を通じて豊かな感性を育み、那須との深いつながりを感じら

れるように。

このように、各業種がそれぞれの場面で那須を大好きになるストーリー集を活用し、那須の資源

をつなげて伝えることで、訪れる人々に那須への深い愛着を育んでもらいたいと考えています。そ

して、地域の魅力が最大限に引き出され、那須を訪れる人々が増え、何度でも足を運びたくなる

場所へと成長していくことを願っています。

観光業

宿泊業

飲食業

農業・地場産業

サービス業

教育関係
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なす爺は温泉好き。

那須に6つある異なる泉質の温泉

に日替わりで入浴するのが常。

浴衣も手拭いをいつも肌身離さず

持ち歩く。那須の温泉を語らせた

ら右に出るものはいない、らしい。

自然の圧倒的なポテンシャル

火山の物語1
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がの歴史を持ち、

味わえる那須温泉は、今もなお、訪れる人々に癒しと

独特の自然美を提供する日本を代表する温泉地である。

1400年 6つの泉質

大正3年～10年の湯本

那須エリアの地形は過去160万年前から幾度

となく起こった地球の火山活動を今に伝えて

くれています。那須連山は那須火山帯の南端に

位置しており、50 万年前に甲子旭岳（1,835 

m）で始まった火山活動によって形成されまし

た。約 16,000 年前の噴火により、カルデラ

に茶臼岳（1,915 メートル）ができました。現

在、茶臼岳は那須連山の中で唯一の活火山で

あり、驚くべきことに、現在の形状が形成され

たのは最近のことなのです。茶臼岳の火口から

流れ出した安山岩はすぐに固まり、今日見られ

るむき出しの頂上部分を形成しました。茶臼岳

の西側の山頂付近と、南麓の「殺生石」付近に

噴気孔（火山噴出孔）があります。噴気孔から

は、約 90℃の非常に高温の亜硫酸ガスが噴出

しており、山頂近くの亀裂部分は、「無間地獄」

として知られています。

那須温泉郷は、この活火山に由来して多様な

温泉を楽しめる温泉地で源頼朝、松尾芭蕉、日

蓮聖人が入ったと言われています。特に1300

年続く栃木県最古の温泉『鹿の湯』や映画のロ

ケ地（テルマエロマエ）ともなった『北温泉』は

日本を代表する湯治場です。『鹿の湯』は郡司

の狩野三郎行広が狩りをしていて射損じた白

い鹿を追いかけ、現在の鹿の湯あたりという谷

に分け入ったところ、自ら温泉の神と名乗る白

髪の老翁が現れ、鹿はこの先の温泉で矢傷を

癒している、万病に効くその温泉を広く世に知

らせるよう告げたそうです。発見した温泉を

『鹿の湯』と名付けました。白髪の老翁を温泉

神社とした社を建立し、鹿角を奉納したと言わ

れています。温泉神社では鹿の湯の発見者：狩

野三郎行広も祭られており、本殿の太鼓には

鹿の角をモチーフとした卍をひっくり返した

模様が描かれています。

歴史ある温泉街では、源泉掛け流しの温泉や、

自然を活かした露天風呂が楽しめ、酸性からア

ルカリ性まで幅広い６つの泉質が揃う那須十

二湯が特徴です。1400年の歴史をもち、栃木

県最古の温泉として、また、江戸時代の温泉番

付で２位（東の関脇）でもあった、古より多くの

人々に癒しと心の支えとなって来た、日本を代

表する温泉地として、今もなお、訪れる人々に

癒しと独特の自然美を提供しています。

火
山
が
生
ん
だ
６
つ
の
泉
質

写真提供/那須昔語館
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火
山
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
地
形

那須エリアの地形は、　　　　　　　　

からの地球の営みと、

それらが人の営みの基礎になっていることを　　に伝えている。

那須の地形は、古くは１億年以上前に海底で堆

積した地層が造山運動で陸になった八溝山地

があり、その後は、今の福島県側から宇都宮方

面に大きな川が流れ、那須野が原付近には大

きな湖がありました。

その後、160万年前に、今の福島県会津地域で

始まった火山活動により、幾度も大噴火と火砕

流を起こし、120万年ほど前には、栃木県側に

も流下し、あたり一面100ｍを超える厚い火砕

流堆積物で覆われました。これが、芦野石で

す。那須高原の地下にも広く厚く分布していま

す。その後、50万年ほど前、甲子旭岳、30万年

前に三本槍岳、20万年前に朝日岳、南月山、1

万6千年ほど前に茶臼岳が噴火し、おおよそ、

今のような姿になり、一番最近の噴火は室町時

代の1408～ 1410年に、現在の山頂付近で溶

岩が噴出しました。

芦野石は、芦野地区で産出され、耐久性と耐水

性能が優れ、古くから神社仏閣の基礎や階段、

塀、蔵、墓石など多様な用途に使用され、栃木

県の大谷石と並ぶ名声を得ました。芦野地区

にある隈研吾氏設計の「石の美術館」など、現

代建築にも活用されています。芦野地区を訪

れ、那須連山より古くから存在する芦野石に直

接、触れることで、地球の大きな流れを感じて

いただくことができるとともに、那須岳が比較

的新しい時代に創り出されたからこそ、地形等

の厳しさにより、明治の開拓では手が付けられ

ず、その後の戦後の開拓の苦労につながって

いることが推察されるなど、那須エリアの自

然・歴史・暮らしの基礎に、地球の営みがあるこ

とを教えてくれています。また芦野石の特徴で

もある年月とともに風格を重ねる表情は、その

歴史さえも伝えているのかもしれません。

1
今

億年以上前

茶臼岳噴火口
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日光国立公園の1/3を占める那須連山は、現在

も噴煙を上げる茶臼岳をその象徴とし那須連

山の総称「那須岳」として地元から親しまれて

います。この活火山が古からの噴火を続けるこ

とで、多様で美しい山容や湿原の風景が作ら

れ、雄大な大自然を感じることができます。特

に、火山の影響により森林限界が低く高山帯の

荒々しい雰囲気やその分眼下の関東平野の眺

望を楽しめる山頂景観から、共同利用模範牧場

（日本遺産）の那須連山をバックにした草原景

観などに代表される、広大な緑の裾野がゆる

やかに広がる景観の対比や、裾野に目を移す

と、酪農や農業、人の営みと自然が近いことが、

四季折々の風景と相まって、那須らしい独特の

空気感を生み出し、訪れる人々を癒します。

また、火山活動は、豊富な温泉を生み出すと共

に、動植物の生息にも影響し、春は火山性の植

生を代表するツツジ類の大群落、秋には鮮や

かな紅葉が、場所と標高を変えながらロングラ

ンで楽しめるのも那須の特徴です。他にも、昭

和天皇が発見されたナスヒオウギアヤメや、板

室の野生ホタルの乱舞、アカバナシモツケソ

ウやガンコウラン群落などの希少な高山植物、

秋の登山道沿いのリンドウ類、冬は雄大な雪稜

とふもとからも見える火山噴煙など、大自然が

作り上げた四季折々の風景を挙げれば枚挙に

暇がありません。また、これら希少な植生が、関

東の中では比較的シカの被害が少ない場所と

して、今後、ますます重要性が増すことが想定

されます。

那須連山の火山と気候は、豊かな自然や温泉

だけでなく、命を育む水をもたらし、米・野菜・

乳製品などの食や、酪農業や観光業など人々

の暮らしにも深く結びつき、古くは山岳信仰な

ど、文化や芸術を育む重要な源ともなり、今も

なお、この地に暮らす人々は、一日一度は山の

様子をうかがうなど、那須連山と共に暮らして

います。

また、古くからみちのくと関東の境界を形作る

山域として、文化や交流の結節点としても、重

要な役割を果たして来ました。

厳
し
く
も
恵
み
を
も
た
ら
す
母
な
る
山 

〜
植
生
・
景
観
（
那
須
連
山
）〜

那須連山は古より、那須に生きる動植物や人々にとって、

厳しくも恵みをもたらす母なる山である。

秋の那須連山

Nasu Interpretation’s Action
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地
球
の
息
吹
を
感
じ
る
登
山

那須岳（茶臼岳）は、今なお活発に活動を続け

ている活火山であり、地球の息吹ともいえる

大地のパワーや火山のエネルギーを感じさせ

てくれます。那須岳を登山すると、その火山の

エネルギーを伝えてくれる場所がいくつもあ

ります。

そのひとつが、硫黄鉱山跡です。那須岳の硫黄

鉱山の歴史は古く、江戸時代から硫黄とミョ

ウバンの採掘で有名な山でした。那須岳で採

掘された硫黄は、火薬の原料として利用され、

黒羽藩が江戸幕府に提供していました。のち

に硫黄の運搬風景は観光名所にもなり、昭和

30年頃まで（昭和40年代半までという情報

もあり？？）採掘が続けられ那須の人々の生

活を支え、那須湯本温泉街も活気であふれて

いました。

もうひとつは、今でも熱い噴気が噴出してい

る噴気孔です。ゴォ―というまるでジェット

機のような音とともに、まさに、火山を肌で感

じられる現象です。火山ガスにより草木が生

えない有様から「無間地獄」とも呼ばれていま

す。

いたる所から噴気が噴出し足元に硫黄の結晶

が広がっている様子だけでなく山中にあるボ

コボコと音を立てて湧き出す源泉の湧出な

ど、今もなお、火山が生きていることを感じさ

せてくれます。

こうした現象は、山頂付近だけではありませ

ん。殺生石や鹿の湯など那須湯本温泉周辺に

漂う硫黄のにおいも、地球の息吹を感じるこ

とができるひとつの体験です。

を感じさせ地球の脈動と火山活動　　　　　　　　　　　　
によって作られた地形にふれることができる登山である。

那須岳登山は火山のパワー

硫黄鉱山の作業風景

写真提供/那須昔語館
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なす爺は釣り好き。

毎年アユ釣りの解禁日が近づく

と、ソワソワして眠れないらしい。

「雷と那珂川のおかげで米や酒も

うまい」が口グセ。

那珂川と酒を語らせたら右に出る

ものはいない、らしい。

自然の圧倒的なポテンシャル

水の物語2

14

Nasu Interpretation’s Action



〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

那須エリアには那須連山に降った雨や雪が多

くの沢を作り出し、山麓の多様な命や暮らし

や産業を支える大切な水をもたらす源流と

なっています。長い年月を経て複雑な地形を

作った結果、その範囲は、広く、那珂川（栃木

県、茨城県）、阿武隈川（福島県、宮城県）、阿賀

川・阿賀野川（福島県、新潟県）にまたがり、太

平洋と日本海の分水嶺、東北と関東の分水嶺

にもなっています。

それぞれの川の源流では、山の中腹からの湧

水や、多くの沢や渓流が徐々に集まることに

よって、次第に大きな河川へと姿を変えなが

ら、森を支え、里では人々の生活を潤し、多様

な命を育み、豊かな海をつくり出すまでの、壮

大な山から海へと注ぐ長い旅が那須エリアか

ら始まっていきます。

水
と
命
の
源
流 

〜 

源
流
・
那
珂
川
〜

那須エリアから始まる水源は南東北～北関東の太平洋～日本海まで
広く流れ出し、森里川海の多様な暮らしを育む、

水と命の源流である。

駒止の滝
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那須エリアは、那須岳に端を発する澄んだ水

と寒暖差のある気候で、自然の恵みを活かし

人々の知恵が作り上げた米の産地です。古く

から米づくりが盛んな大田原市は、その名を

「大俵」に由来しています。全国コンテストで

一位になっているブランド米「那須ひかり」

は、普段のご飯でもツヤがあり冷めても美味

しさを損なわない特徴があります。 なお、こ

のエリアには数多くの用水組合がありミネラ

ル豊富な水を先人たちの代から大切に山から

直接取水して米を育てていることも、美味し

さの大事な要素となっています。 また、農業

と酪農が隣接し合っていることから、もみ殻

と藁を酪農に、牛糞を堆肥にと、循環型農業の

伝統が深く根付いていることも美味しさの秘

密です。 また、栃木は夏の雷が全国一多いこ

とで知られていますが、これは、関東平野で暖

められた空気が日光連山や那須連山にあたり

急激に冷やされることで、雷雲が生み出され

やすいことに起因しているそうなのですが、

実は、この雷が、稲がたくさん水を必要とする

時期に多くの雨水をもたらすとともに、近年

の研究では、雷により、空気中の窒素が、窒素

化合物となって土壌を豊かにし、お米の美味

しさが増すことがわかって来たそうです。雷

の漢字が「雨に田」と書くことや、稲妻が「稲の

妻」と書くなど、古来からの日本人の感覚は正

に的を得ていたようです。那須エリアのお米

の美味しさには、多くの自然の力と人の力が

融合されていたようです。 また、那須岳に端

を発する那珂川の伏流水や那須連山の雪解け

水などの清らかな水は、美味しいお米と相

まって、100年以上の歴史がある日本酒造り

の盛んな地です。今も大田原市に6っの酒造

が現存し、上質な酒造りが行われています。 

また、明治以降は火山由来の良質な土壌を活

かした葡萄栽培も盛んでワインの産地として

も有名です。2017年には「どぶろく・ワイン

特区」に認定されたことで、どぶろく・地ワイ

ンや地ビールも人気になり、お酒に精通した

店主がいる酒屋で地元の酒を購入することも

できます。

お
米
と
お
酒
の
美
味
し
い
秘
密 

〜 

農
産
物
（
米
、
お
酒
）〜

那須エリアのお米やお酒の美味しさは、

携わって来た人々の協同の証である。

水をはじめとする多くの自然と、
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なす爺は信心深い。

山岳信仰が盛んだった土地柄、

初詣はあちこちに出没する。

もしかすると厳しい土壌だった

この地を拓いた先人たちへの感

謝なのかも。

那須の開拓史を語らせたら右に

出るものはいない、らしい。

暮らしと風土を生み

歴史を紡いできた人のポテンシャル

人の物語3

18
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那須温泉には　　　　　　　　　　　　　　　　　とした

山岳信仰の歴史があり自然への感謝や畏怖の念を感じる

自然崇拝の象徴ともなっている。

鳥瞰図

那須湯本温泉では、かつて１６００年後半の江

戸時代から昭和初期にかけて「高湯山信仰」と

呼ばれる山岳信仰が盛んであったことから、当

時の信仰の様子を感じられる石造物が今もな

お立っています。高湯山信仰の御神体は那須

岳の麓にある「御宝前」と呼ばれる温泉の源泉

であり、湧出する温泉の成分である水酸化鉄

が長い年月をかけて織りなした神秘的な岩壁

です。また板室地域では同じく「御宝前」を御神

体とした「白湯山信仰」も存在しており、「高湯

山」と「白湯山」という二つの信仰が存在する霊

場でした。現在の茶臼岳を『月山』、朝日岳を『毘

沙門ケ嶽』、御神体の御宝前がある源泉を『高

湯山』と呼び３つに登拝することを三山掛けと

呼んでいました。とても険しい行人道で登拝を

行った修行目的や五穀豊穣や雨乞い、成人儀

礼として那須岳麓地域から数多くの人々が登

拝に訪れ、自然への感謝や畏怖の念を感じる

自然崇拝の対象とされていたことが当時の様

子から伺うことができます。また当時は登拝前

の身を清めるための垢離を那須湯本温泉で数

日間行い、水垢離に使用するための行人湯が

設けられていました。今現在も那須湯本温泉

や板室地域ではその当時の名残を感じること

ができます。

自
然
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
山
岳
信
仰
〜
山
岳
信
仰
・
御
神
体
〜

御神体源泉を

写真提供/那須昔語館
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街
道
に
よ
る
交
流
と
足
跡

那須エリアは、古くから関東と奥州を結ぶ重要

な交通拠点として、多くの歴史ある街道が通る

地域です。

中でも、古代、飛鳥時代701年の大宝律令によ

り整備された、京の都と陸奥の国を結んだ東山

道が通っていました。東山道は、滋賀から岐阜、

長野、群馬、栃木を経由し陸奥・出羽に至るもの

で、大和朝廷からすれば、みちのくの蝦夷（え

みし）討伐のための道でもありましたが、その

ことにより、源義経など、多くの著名な武将等

も那須エリアを歩いており、今に続く、都との

交流を示す文化や芸能なども残されています。

その後、中世では、「いざ鎌倉」のための、鎌倉

街道も整備され、江戸時代においては、奥州街

道（日本橋～青森）（奥州道中はこの内、宇都宮

～白河）が整備され多くの参勤交代にも利用さ

れたほか、芭蕉が歩いて「奥の細道」を旅した

のも、この頃（1689～ 1691年）であり、那須

エリアにも多くの俳句が残されています。

また、那須エリアには、会津中街道もあり、これ

は日光を通って会津若松へ至っていた会津西

街道が、江戸の5代将軍綱吉の頃起きた日光大

地震（1683年）により不通になったため開削

された、氏家から矢板を経て那須野ヶ原に至

り、板室、三斗小屋、大峠を越えて会津若松に

至る道であった。こうした多くの街道が整備さ

れた那須エリアは、白河の関に代表されるよう

に、まさに、関東と陸奥の境界であり、武将たち

のほか、様々な物資とともに、文人墨客が行き

かい、交流による文化が残されました。現在も

東京からのアクセスが良く、旧街道の散策や

サイクリングが楽しみながら、松尾芭蕉ゆかり

の地や源義経の伝説を訪ね、歴史と文化を体

験することができます。

那須エリアを通る多くの　　　　　　　　は、
京の都や陸奥（みちのく）との交流がつくった歴史や文化、
先人の足跡を、今に伝えている。

街道

遊行柳
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那須湯本地区は、那須を代表する古来からの

パワースポットであり、数々の伝説や史実に彩

られた特別な場所です。鹿の湯の発見・開湯以

来、1,390年以上の歴史を持つこの地域は、那

須岳に湧く温泉の源泉を御神体とする深い山

岳信仰と温泉文化が融合し、自然と人々の営み

が渾然一体となった空間が広がっています。鹿

の湯の伝承や、「九尾の狐」が姿を変えた殺生

石の伝説、那須与一が奉献した温泉神社の鳥

居など、歴史的・霊的な見どころがコンパクト

にまとまっており、那須エリアの象徴ともいえ

る存在です。この地を訪れると、自然への感謝

と畏敬の念を強く感じることができ、特別な時

間を過ごすことができるでしょう。

九尾の狐のイラスト

那
須
湯
本
地
区
に
伝
わ
る
伝
承

那須湯本温泉地区は、数多くの

那須エリアを代表する古来からのパワースポットである。

史実や

に彩られた、伝承・伝説

玉藻の前のイラスト

写真提供/那須昔語館

写真提供/那須昔語館

Nasu Interpretation’s Action
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人
と
自
然
が
紡
い
だ
奇
跡
の
風
景
〜
炭
焼
き
・
薪
炭
林
、
放
牧
、
那
須
駒
、
ツ
ツ
ジ
〜

かつて、那須連山の活動によって形成された那

須の大地は豊かな自然をはぐくんだ反面、その

荒々しさから人が暮らしていくためには過酷

な環境でした。そんな中でも、日常生活を行っ

ていくために、木々を伐採し薪炭林としての利

用が行われてきました。また、火山性土壌がゆ

えに、土壌が薄く、保水力が弱い、田畑には向か

ない土地でした。そこで、軍馬や農耕馬として

の那須駒の生産が人々の生活を支え、家族の

一員として大切にされてきました。那須駒は南

部馬をルーツに持ち、那須地方で育てられた

馬の総称で、がっしりした体型と大きな蹄が特

徴です。元々火山性土壌を好むツツジ類のた

め山頂付近でも多くのツツジ類を見ることも

できますが、那須岳山麓では馬を飼っていた歴

史から、草原が維持され、さらに、馬がツツジの

毒を避けることにより、特異的に残って来たと

考えられています。つまり、今の、若い木々が多

く親しみやすい明るい森や、ツツジが咲き誇る

那須らしい風景は、過酷な自然環境の中、先人

たちが苦労しながらも、知恵をしぼり、その土

地にあった暮らし方を見出し、紡いで来た、自

然と人の暮らしの葛藤の中でつくり出されて

来た物語を今に伝える価値ある風景なので

す。 また、風景だけでなく、ツツジや那須駒を

題材とし多くの芸術作品を製作されてきた作

家・五十嵐豊さんの作品も、その物語を伝えて

おり、今でも多くのファンに愛されています。

なお、那須のツツジ類のひとつとして、シロヤ

シオ(ゴヨウツツジ)は、愛子内親王殿下のお印

としても知られています。

那須らしい風景は、かつての自然と人々の暮らしの葛藤の中で

　　　　　　　　
今に伝える奇跡の風景である。

紡がれて来た物語を

八幡ツツジの那須駒

写真提供/那須昔語館
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二
つ
の
開
拓 那須の冷涼な気候は畜産に適し、酪農家のこ

だわりや努力により品質の高い牛乳が生産さ

れ、それらを素材に評価の高いチーズや、人気

のお菓子が生み出されています。このような背

景には、那須山麓では明治維新以降の政府や

華族らによる西洋式の農場開拓から始まり、

華々しい文化も生まれました。また、那須の開

拓には、もう一つの物語があり、那須高原周辺

では、戦後満州から引き揚げた開拓者たちが、

厳しい寒さと荒野の大地に挑んだ場所です。

彼らは作物が育たない酸性土壌に悩みながら

も、諦めることなく酪農に活路を見出し、ただ

開拓するだけではなく、現地の人々との絆を深

め、共に支え合いながら、この地に根を張って

いきました。この精神は、現地の人々とも互い

に助け合い、信頼を築くことで、戦後の困難な

時代を乗り越える大きな力となり、今の那須エ

リアのオープンマインドや移住者を受け入れ

る土壌につながっています。那須の風景はまさ

に、彼らの希望と努力と調和の結晶であり、今

でもその精神は息づくとともに、未来へと続く

希望の地なのです。

那須の風土を形づくったものは2つの開拓であり、

いまもなお西洋的な雰囲気や、他者を受け入れる

オープンマインドとして、脈々と受け継がれている。

千振中集乳所

今の千振牧草畑
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自
然
と
人
が
生
み
出
し
た
「
食
材
の
宝
庫
」〜
豊
富
な
食
材
〜

なすべん

那須の水や寒暖差から生まれた食材は、「食材

本来の深みのある味」を楽しむことができま

す。おいしいだけでなく、目を閉じて食べると

食材が辿ってきた背景すら浮かんできます

よ。生産量全国2位の生乳から始まり、米・野

菜・肉・川魚は那須を強く感じることができる

でしょう。そのストーリーをお伝えします。

元々の冷涼な気候を生かし酪農が盛んにな

り、特に首都圏の需要に応えるために生乳・牛

乳が多く生産されてきました。それらの生産

量を増やしていくためにも、交配は必要不可

欠です。安心・安全を確保するために、交配に

は和牛が使用されたことから、おいしい和牛

の生産も盛んになりました。ではなぜおいし

い和牛が生まれたのでしょうか。その秘密に

水とお米が関わっています。那須連山からの

ミネラル豊富な水を飲み、地元の良質な稲わ

らを食べさせることで、肉質が柔らかくなり

ました。そして、良質な肉は牛だけにとらわれ

ず、うまみがギュッとつまった那須の豚肉も

多く生産されるようになりました。肉本来の

深みのある味わいが特徴の和牛や豚肉は、今

では那須には欠かせないものとして定着しま

した。食材そのものの味を生かすことが得意

な那須は、乳製品の質の高さにも定評があり

ます。那須では牧場や道の駅、宿泊施設など

で、様々な牛の種類のソフトクリームやヨー

グルトを堪能することができます。また、中で

もチーズにおいては、世界大会でトップ10に

ランクインするほどのおいしいチーズが那須

から生まれています。普段食べているチーズ

とは一線を画すチーズを食べてみてくださ

い。思わず「うわぁ、おいしい...」と身体から声

が漏れることでしょう。拘りの食材は乳製品

だけではありません。寒暖差を生かした高原

野菜にも舌を巻くでしょう。生産量に限りは

ありますが、農家さんの拘りから生まれた高

原野菜は独特で且つ繊細な味わいを楽しむこ

とができます。最後に、これら那須の豊かな食

材を支えているのは那須連山からの流れ出る

水です。この豊富な水を思いっきり吸収した

那須の米は、ふっくらした仕上がりにならな

いわけがありません。その米から生まれるお

酒はもうたまらないおいしさです。そして那

須の食材を下支えする水を運ぶ川に那珂川が

あります。実はこの那珂川は天然鮎のメッカ

として釣り人たちからの人気は目を見張るも

のがあります。鮎が海付近から上ってくると

いうことは、それだけ那珂川の水質に魅力が

ある証拠です。その鮎が海のミネラルを少な

からず運んでくることが、那須の豊かな大地

を作り出して、質の高い食材をもたらしてい

るのかもしれません。食材の宝庫の那須。ぜひ

ご堪能ください。

食材本来の　　　　　　　　　　　　　　　　　　味わえる那須は、

自然の恵みと生産者のこだわりが生み出した

「食材の宝庫」である。

本物の美味しさを
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体
で
感
じ
る
自
然
と
人
の
物
語
〜
自
然（
火
山
と
水
）と
人
〜

山頂から山麓までの多彩な

紡がれてきた自然と人の物語が息づいている。

古から、那須連山が噴火を続け、また、源流から

水がもたらされることで作られていった那須

エリアの地形は、自然環境の多様性を産んでい

ます。山頂エリアでは、厳しいながらも美しい

山岳景観が、また、高原エリアは、厳しい自然と

葛藤しながらも人々の紡いできた暮らしの影

響から、親しみやすく伸びやかな風景が、また、

山麓では、古から続く、どこか懐かしい日本ら

しい里山風景が広がっています。

近年ではこうした多様性を利用して、自然を満

喫しようとする人々も集まり、さまざまなアウ

トドアアクティビティの舞台として注目され

てきました。那須連山では整備された登山コー

スがいくつもあり、中腹の森では自然観察や

キャンプ場でのんびり過ごせ、川ではカヌーに

シャワートレッキングなどアドベンチャー気

分を満喫、これらの山から麓までの環境を風

切って駆け抜けるサイクリングなど、初心者で

も楽しめる外遊びがいろいろと体験できます。

広くはないエリアの中で、様々な自然を楽しめ

るアクティビティがギュッと詰まっているの

が那須の魅力。それを体感してもらいたいと、

体験を提供している施設・アウトドア事業者も

さらに増えてきて、バラエティ豊かなアウトド

ア体験が楽しめる場となりました。開拓により

拓かれた山麓部では酪農風景、平野部では美

しい田園風景とともに、食や文化を中心とした

多彩な体験も提供され、自然と人々の暮らしが

近く、那須独特の空気感や季節の風景が訪れ

る人々を癒します。ほっと一息つきながらも、

その背景となる、自然と人が葛藤しながらも光

を見出して来た痕跡を通し、大地に刻まれた物

語に思いを馳せる時間をお約束します。

自然体験那須の には、

パラグライダー体験
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心
豊
か
に
過
ご
す
時
間
と
空
間
〜
カ
フ
ェ
文
化
、
ア
ー
ト
、
芸
術
〜

那須地域に独自のカフェ文化が開花したのは、

歴史的背景と現代のトレンドが影響している。

明治から昭和にかけて、多くの華族が那須に欧

風の別荘を構えたことで、地域にハイカラ文化

が生まれ、それが、カフェ文化発展に寄与して

きました。那須の地の利である水は、超軟水で

あり絶妙なバランスを持っていることで、那須

の水で淹れるコーヒーは他の追随を許さない

と言われている。そこに日本のカフェの聖地と

され全国から注目を集めるカフェを筆頭に、那

須全体に多様なカフェ文化を形成している。そ

れはカフェだけではなく多くの生産者がそれ

ぞれのこだわりの素材をつくりだし、さらにそ

の食材を活かした加工品まで職人技とも言え

る様々なこだわりが反映された那須産が生ま

れています。また新たな人と自然の関わりを生

み出すスタイルを体現する方たちも多く集

まっています。那須の心豊かに居心地よく人生

を過ごす地域空間には、多くの職人やアーティ

ストが活躍し、那須を代表する医師であり作家

の見川鯛山氏は2021年に舞台上演された「本

日も休診なり」のモデルでもある。豊かな那須

の自然を慈しみそこに住む人々を愛した見川

氏の姿勢は現在のアーティストにも通ずるも

のがある。

那須特有の自然と風土そして多様な職人が織りなす産品は

心豊かに過ごす時間と空間を

生み出している

見川鯛山さんの作品など
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「
居
心
地
」
と
い
う
価
値
〜
避
暑
地
・
別
荘
・
移
住
〜

那須エリアは、都心から程近く、新幹線等でわ

ずか１時間とアクセスしやすい場所にありな

がら四季折々の大自然に囲まれた避暑地であ

り、青木別邸を代表とする個性的な別荘に多様

な移住者が集う場所です。1926年(大正15

年）7月、那須に御用邸が完成したことによっ

て那須の自然景観などが評価され、広く知られ

るようになりました。プライベートが確保でき

る森の中の別荘地が多く、日本有数の別荘地と

なりました。かつての開拓の際に、入植者と地

域の人たちが互いに助け合い、困難に立ち向か

い、開拓して来た歴史があるからこそ、オープ

ンで寛容な雰囲気があり、そんな雰囲気に惹か

れ、多くの移住者が訪れています。移住者は、

那須連山を始めとした身近にある大自然の絶

景、夏でも過ごしやすい気温の高原地帯で空

が近く澄んだ空気があり、野生の鳥のさえずり

で目覚め、自然ならではの様々なアウトドア生

活を楽しむことができます。アーティストや職

人も多く、地元のイベントやマルシェ、自然を

生かした教育現場、おしゃれなカフェなどで親

子3世代と犬連れの家族全員で多彩な交流が

できる点も魅力の一つです。天皇をも魅了した

那須の魅力、美しさ、自然体になれる独特の居

心地の良さの中での暮らしは、大きな価値と言

えます。

那須への　　　　　　　　は、

那須の自然だけでなく、その歴史に裏付けされた価値と

居心地の良さに身を置くことである。　

移住

新那須温泉
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なす爺は自然大好き。

時間を見つけては虫眼鏡片手に

動植物の観察に出かけるらし

い。「新種を発見して自分の名

前を付ける」のが目標で、今日

も山歩き。

那須の動植物を語らせたら右に

出るものはいない、らしい。

皇室が愛し地域からも愛された

那須のポテンシャル

御用邸の物語4
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那須エリアは、昭和天皇が1923年（大正12

年）に訪れ、その自然の美しさに感銘を受けて

1926年（大正15年）に那須御用邸用地として

選ばれた地である。那須御用邸は現存する全

国の御用邸の中では最古で、昭和天皇を始め、

代々の皇室の避暑、ご静養の場として利用され

ています。生物学者でもあった昭和天皇は那須

御用邸を、生物研究の拠点としても発案され、

毎年夏に1ヶ月間滞在し、那須岳に登山するな

ど、滞在中は専門家と共に様々な植物を調査

し、栃木県の絶滅危惧種である「ナスヒオウギ

アヤメ」の発見、命名にも繋がり、「毎年、夏を那

須で過ごす。六月に来たこともあるがごくわず

かで、主として七月半ばから、九月のはじめま

でである。それをしあわせとして、付近の自然

を楽しむことにしている。」と自身の著書「那須

の植物誌」の序文にも記されています。平成20

年には当時の天皇陛下のご意向で、御用邸用

地の約560ヘクタールが環境省に移管され、

「国民が自然にふれあえる場」として開園した

「那須平成の森」では、皇室が愛した豊かな自

然に触れることができます。

また、那須御用邸が置かれたことで、自然や景

観の価値が評価され、それは、厳しい自然と葛

藤しながらも暮らしを紡いできた地域の人々

に大きな希望を与えたほか、避暑地、別荘地と

しての評価に、今もなお良い影響を与えている

ほか、御用邸に繋がるまでの那須街道の赤松

林やアジサイ群等の景観の美しさが保たれて

いるなど、那須の上質な佇まいの源泉にもなっ

ています。

そして、今もなお、現役の御用邸として、毎年の

皇族のご静養の地として使用され、昭和天皇

の心情と皇室との深いつながりをはじめ、那須

の人々にとっても、その自然と歴史を象徴する

ものなのです。

皇
室
が
愛
し
た
那
須
〜
御
用
邸
〜

那須御用邸

那須昔語館
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那須御用邸は那須の　　　　　　　　　　　　　　　

存在であり、現在の那須が持つ上質な雰囲気の源泉であり、

豊かな自然環境に深く関わっている。

自然と歴史を象徴する
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